
 
ＪＲ貨物労組本部業務部 

２０１１年５月１９日 №２０ 

夏季手当交渉スタート！！ 

 

 

 

 

 

☆回答指定日 ６月１５日 
 

 

☆支払指定日 ７月 ７日 
 

 

 

本日１３時３０分から「２０１１年度夏季手当の申し入れ（申１０号）」を申し入れました。 

 

  

①３年連続の赤字にしないことを大前提に、努力を積み重ねてきた。その成果が年度末の黒字になった。②

年度に黒字を達成できたら還元することを労使で確認してきた。③世間全体状況は昨年より上回っている。

他の企業は回復基調だと聞いている。④この２か月間、迂回輸送、指令・当直業務など通常ではない業務を

遂行した。⑤今回の夏季手当でこの間の労に報い、昨年を上回る回答を示されたい。 

 

  

  

①大震災をきっかけにして、大変な状況の中やってきたという労使の認識の違いはない。黒字を達成できた

ことは良かったことであり、貴労組に感謝申し上げる。②大震災は新年度の計画に影響する。そうした中、

社会的役割を果たし頑張っていく。③会社は震災だから今年度はダメだとは思っていない。前を向いて、積

極的に営業をし、収入を確保していく。④しかし、厳しい状況に変わりはなく楽観視できない。貴労組の申

し入れを受け止めながらも真摯に交渉を進めたい。 

 

最後に、中央本部は内容については、交渉の中でしっかり議論をしていくその前提として、①何としても

３年連続の赤字は避けることは労使共通の認識であり、黒字を出したことは、我々の努力の成果であること

を受け止めるべきである。②この難局を乗り越えるための節目として、今後に頑張れる要素として会社は誠

意を示すべきであることを強く主張し、交渉を終了しました。 

 

 組合員の皆さん！ 東日本大震災の中、黒字を確保し、ＪＲ貨物の社会的役割を実現するために奮闘して

きた私たちに対して、会社は震災を理由に早くも手当抑制の姿勢に終始した。この会社姿勢を打ち砕き、黒

字を還元させるため、中央本部はその先頭で闘っていきます！ 

次回交渉は５月２６日（木）です。 

以上 

組合 

会社 

 

 

 

 

 


